
科学技術イノベーション総合戦略
の実行状況について

平成２５年９月１３日
山本 一太

科学技術政策担当大臣

 平成26年度科学技術重要施策アクションプラン対象施策の特定につ
いて（案）

 平成26年度科学技術イノベーションに適した環境創出のための「重
点施策」（案）

 戦略的イノベーション創造プログラムの枠組みと課題候補について
 革新的研究開発推進プログラムの検討状況
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予算戦略会議で各省の概算要求
を主導し、資源配分方針を策定

（１）政府全体の科学技術関係予算の戦略的策定

（２）戦略的イノベーション創造プログラム

（３）革新的研究開発推進プログラム

科学技術イノベーション総合戦略における
科学技術予算編成の「三本柱」

これまでの取組
• 平成２６年度科学技術重要施策アク
ションプラン対象施策の特定（案）

• 科学技術イノベーションに適した環境
創出のための「重点施策」（案）

本日の議題

プログラムの創設に向けて概算要求

これまでの取組
• ガバニングボード開催の決定
• 対象候補の紹介

本日の議題

「最先端研究開発支援推進会議」で検討

これまでの取組

• 検討状況の報告

本日の議題
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【科学技術イノベーション予算戦略会議】
（科技大臣＋関係府省等の局長級 等）

戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）

革新的研究開発推進プログラム（ImPACT）

予算重点化
等を予算編

成に反映
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平成26年度科学技術重要施策アクションプラン対象施策の特定について（案）【概要】

・効果的かつ効率的なインフラ維持管理・更新
・自然災害に対する強靱なインフラ実現
・高度交通システム実現 等

・ゲノム情報を利用した農林水産技術高度化
・生産技術等を活用した産業競争力涵養 等

・災害発生時の医療技術、的確な医療提供と
健康維持手法や災害弱者への適切な支援方法
・放射性物質の効果的・効率的な除染･処分 等

・再生可能エネルギーの供給拡大
・革新的デバイスによる効率的エネルギー利用
・エネルギーネットワークシステム構築 等

司
令
塔

各
省

● 総合科学技術会議が主導して、重要と考える取組を概算要求前に示すことにより、 政府全体の科学技術関係
予算の重点化に向けて、概算要求前から関係府省の施策を誘導。

● アクションプランに該当するとして関係府省より提案のあった施策について、責任府省の特定・連携方策の助言
等を通じて、プログラム化（大括り化）を積極的に推進。

● アクションプラン対象施策として98施策を特定。（うち、大括り化された施策37） 概算要求額は約3,351億円。
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①予算戦略会議

②工程表

③大括り化

・がん、精神・神経疾患、感染症、希少・難治性
疾患等の予防・診断・治療法の開発等
・未来医療開発 等

医療分野については、健康・医療戦略推進本部の下、一元的な予算配分調整を行った



平成26年度科学技術重要施策アクションプラン対象施策の特定について（案）【概要】

・健康寿命の延伸
・障害児・者の社会参加促進 等

・インフラの安全･安心確保
・レジリエントな防災･減災機能
・次世代インフラ構築を通じた地域づくり

・農林水産業の強化
・地域発イノベーション創出の仕組みづくり

・住民の健康を災害から守り、
子どもや高齢者が元気な社会の実現
・放射性物質の影響の軽減･解消 等

・エネルギー供給の安定化と低コスト化
・エネルギー利用効率向上と消費削減
・高度エネルギーネットワーク統合化

司
令
塔

各
省

● 総合科学技術会議が主導して、重要と考える取組を概算要求前に示すことにより、 政府全体の科学技術関係
予算の重点化に向けて、概算要求前から関係府省の施策を誘導。

● アクションプランに該当するとして関係府省より提案のあった施策について、責任府省の特定・連携方策の助言
等を通じて、プログラム化（大括り化）を積極的に推進。

● アクションプラン対象施策として98施策を特定。（うち、大括り化された施策37） 概算要求額は約3,351億円。

1
医療分野については、健康・医療戦略推進本部の

一元的な予算配分調整を行った

次世代インフラ（効果的効率的な維持管理）
平成２５年７月２６日（シーリング前）

大括り化

関係府省を一堂に会してヒアリングを実施。

内閣府
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平成26年度科学技術重要施策アクションプラン対象施策の特定について（案）【概要】

・健康寿命の延伸
・障害児・者の社会参加促進 等

・インフラの安全･安心確保
・レジリエントな防災･減災機能
・次世代インフラ構築を通じた地域づくり

・農林水産業の強化
・地域発イノベーション創出の仕組みづくり

・住民の健康を災害から守り、
子どもや高齢者が元気な社会の実現
・放射性物質の影響の軽減･解消 等

・エネルギー供給の安定化と低コスト化
・エネルギー利用効率向上と消費削減
・高度エネルギーネットワーク統合化

司
令
塔

● 総合科学技術会議が主導して、重要と考える取組を概算要求前に示すことにより、 政府全体の科学技術関係
予算の重点化に向けて、概算要求前から関係府省の施策を誘導。

● アクションプランに該当するとして関係府省より提案のあった施策について、責任府省の特定・連携方策の助言
等を通じて、プログラム化（大括り化）を積極的に推進。

● アクションプラン対象施策として98施策を特定。（うち、大括り化された施策37） 概算要求額は約3,351億円。

5
医療分野については、健康・医療戦略推進本部の

一元的な予算配分調整を行った

各府省と詳細工程表を作り込み
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府省連携による大括り化をてこに
○重複事業の排除
○事業間調整による実施内容
の適正化

を促進

絞り込み

概算要求額 計3,351億円
うち、要望額968億円

アクションプラン対象施策の絞り込み
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平成26年度科学技術イノベーションに適した環境創出のための「重点施策」（案）【概要】

総合戦略第3章に掲げる重点的取組 提案
施策数

重点対象施策数 予算に係る
施策の概算要求額予算 制度 うち、要望額

１．多様な人材がリーダーシップを発揮でき
る環境の構築 １５ ２ ３ 約８８億円 ５３億円

２．大学・研究開発法人を国際的なイノ
ベーションハブとして強化 ２１ ２ ５ 約１８６億円 ２４億円

３．競争的資金制度の再構築 １５ ０ ３ － －

４．産学官の連携・府省間の連携の強化 １６ ４ ０ 約３４１億円 １６０億円

５．人材流動化の促進 ６ １ ２ 約１億円 －

６．研究支援体制の充実 １３ １ ２ 約１億円 －

７．新規事業に取り組む企業の活性化 １４ ５ ５ 約９７億円 ３５億円

合計 １００ ２７２億円
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（２）戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）

科学技術イノベーション総合戦略（平成２５
年６月７日閣議決定）及び日本再興戦略
（平成２５年６月１４日閣議決定）において、
総合科学技術会議が司令塔機能を発揮し、
科学技術イノベーションを実現するため戦略
的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）を創
設し、内閣府に予算を計上することが決定。

ＰＤ（プログラムディレクター）
（内閣府に課題ごとに置く）

ＰＤ（プログラムディレクター）
（内閣府に課題ごとに置く）

総合科学技術会議

ガバニングボード

課題ごとに以下の体制を整備

課題ごとの推進委員会
ＰＤ（議長）、担当有識者議員、
内閣府、関係省庁、外部専門家

関係省庁・研究主体関係省庁・研究主体

内閣府の支援体制を拡充

○府省・分野の枠を超えた横断型プログラム。
○総合科学技術会議が課題を特定、予算を重点配分。
○課題ごとにＰＤ（プログラムディレクター）を選定、基礎研究から出口（実用化・事
業化）までを見据え、規制・制度改革や特区制度の活用等も視野に入れて推進。
進捗状況等に応じてガバニングボードが助言・評価。
○日本経済の再生を実現（経済成長、市場・雇用の創出等）。
○内閣府に「科学技術イノベーション創造推進費」を計上（各省庁の協力を得て概
算要求５１７億円）。

ＳＩＰ創設の背景
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革新的設計生産技術

次世代農林水産業創造技術

レジリエントな防災・減災機能の強化

インフラ維持管理・更新・マネジメント技術

自動走行（自動運転）システム

革新的構造材料

エネルギーキャリア（水素社会等）

次世代海洋資源調査技術

次世代パワーエレクトロニクス

革新的燃焼技術

対象課題候補

これまでの総合科学技術会議、産業競争力会議での有識者の提言等か
ら、府省横断型の重要な課題候補を抽出。（１０課題候補）

エネルギー 次世代インフラ

地域資源

本日、対象課題候補の１つである
パワーエレクトロニクス

についてご紹介！！ 9



（３）革新的研究開発推進プログラムの概要

プログラムの略称 ： 「 ＩｍＰＡＣＴ 」
（Impulsing PAradigm Change through disruptive Technologies）

プログラムの目的

我が国の産業、経済、社会に大きなパラダイム転換をもたらすハイ
リスク・ハイインパクトな研究開発を推進。

プログラムの特徴
・研究開発全体のデザイン、マネージメントを担うプログラム・マネー
ジャー（PM）を厳選し、かつてない大胆な権限を付与。

・PMは、優れた研究者の力を最大限活かし、画期的なイノベーション
創出に挑戦。

・デュアルユース技術を視野に入れたテーマも設定可能。
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革新的研究開発推進プログラムの体制と進捗管理・評価
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